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コ
ス
モ
ス
の
花
で

国
体
選
手
を
迎
え
よ
う

　
秋
の
国
体
会
場
を
コ
ス
モ
ス

の
花
で
色
を
添
え
ら
れ
れ
ば
と
、

六
月
二
十
四
日
、
増
林
小
学
校

の
五
、
六
年
生
一
二
五
人
と
越

谷
市
建
設
業
協
会
の
会
員
六
十

人
は
、
越
谷
市
民
球
場
東
側
道

路
脇
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
、
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま

き
ま
し
た
。

　
児
童
と
建
設
業
協
会
は
、
昨

年
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
同
じ

場
所
に
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
い

て
、
建
設
業
協
会
員
の
人
達
が

生
育
管
理
を
し
て
見
事
な
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
板
川
市
長
と
国

体
マ
ス
コ
ッ
ト
の｢

コ
バ
ト
ン｣

も
参
加
し
て
種
を
ま
き
な
が
ら

｢

国
体
開
催
の
こ
ろ
に
コ
ス
モ

ス
の
花
が
見
ご
ろ
に
な
れ
ば
い

い
な｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

炬
火
採
火
式
（
入
場
無
料
）

十
月
十
五
日(

金)

午
後
五
時
開
式

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー｢

ミ
ラ
ク
ル｣

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の｢

聖
火｣

に

あ
た
る
炬
火
を 

”
水
郷
こ
し
が

や
“
に
ち
な
み
、
市
内
を
流
れ

る
元
荒
川
・
中
川
・
綾
瀬
川
・

古
利
根
川
・
新
方
川
・
葛
西
用

水
の
各
ポ
イ
ン
ト
か
ら
採
水
し

た
水
を
利
用
し
て
、
高
温
の
水

蒸
気
で
採
火
し
ま
す
。
炬
火
名

は｢

明
日
を
開
く
希
望
の
火｣

で

す
。

自
治
会
紹
介

　
　
前
波
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
波
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
増
林
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
番
北
に
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
し
、
古
利
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
、
逆
川
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
川
の
三
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
ま
れ
て
、
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
の
森
公
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
に
位
置
し
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
風
景
の
広
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
自
治
会
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
会
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
行
事
は
、
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睦
会
、
六
月
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
、
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
地
域
美
化
を

兼
ね
た
自
治
会
館
周
辺
と
ふ
れ
あ
い
公
園
の
草

取
り
な
ど
で
す
。

自
治
会
親
睦
会

　
親
睦
会
は
、
自
治
会
館
を
会
場
に
各
班
の
班

長
さ
ん
や
各
役
員
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
模
擬
店
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
多
く
の
方
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

自
治
会
の
状
況

　
こ
こ
十
数
年
、
世
帯
数
が
八
十
世
帯
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
二
十
代
、
三
十
代
の
若
い
世
代

の
減
少
が
著
し
く
子
供
会
、
育
成
会
が
来
年
度

か
ら
一
時
休
止
と
い
う
現
状
で
す
。
子
供
会
、

育
成
会
が
行
っ
て
い
た
行
事
な
ど
を
自
治
会
と

し
て
ど
う
受
け
つ
い
で
い
く
か
、
又
地
区
体
育

祭
な
ど
、
ど
う
参
加
し
て
い
く
か
議
論
の
最
中

で
す
。

平成１６年　９月１１日(土)～１４日(火)夏季大会

平成１６年１０月２３日(土)～２８日(木)秋季大会

　
増
林
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
は
昭
和
四
十
八
年
に
発
足

以
来
、
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年

十
二
月
十
四
日
に
増
林
公
民
館
に
て
記
念
式
典
を

挙
行
致
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
Ｏ
Ｂ
（
卒
部
生
）
を
始
め
、
増
子
連

会
長
、
少
年
野
球
連
盟
会
長
及
び
役
員
、
各
チ
ー

ム
の
監
督
、
東
武
少
年
野
球
協
会
、
増
林
小
学
校

校
長
、
公
民
館
長
等
々
の
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎

え
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
で
は
特
別

功
労
賞
に
は
発
足
以
来
三
十
年
間
チ
ー
ム
の
監
督

と
し
て
尽
力
さ
れ
た
轡
田
和
夫
監
督
と
コ
ー
チ
と

し
て
チ
ー
ム
に
貢
献
さ
れ
た
澤
田
清
春
氏
に
、
功

労
賞
に
チ
ー
ム
に
貢
献
さ
れ
た
七
名
の
方
々
に
、

坂
田
理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
に
続
い
て
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
増
子
連
の
小
島
会
長
か
ら

は
野
球
を
通
じ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
、

地
区
少
年
野
球
連
盟
の
高
橋
会
長
は
、
少
年
野
球

が
地
区
の
子
ど
も
育
成
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
き
、

地
区
活
動
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
、
増
林
小
学
校

の
会
田
校
長
か
ら
は
、
少
年
野
球
に
入
っ
て
い
る

子
ど
も
達
は
挨
拶
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
と
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
増
林
公

民
館
の
関
根
館
長
は
、
野
球
を
通
じ
て
仲
間
へ
の

思
い
や
り
、
助
け
合
い
、
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
社

会
生
活
に
必
要
な
適
応
力
が
自
然
と
身
に
つ
く
の

で
は
な
い
か
と
…
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
当
時
の
思
い
出
話

や
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
で
野
球
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
駆
け
て
、
卒
部
生
二
六
〇
名
、
現
役

二
十
七
名
の
功
績
を
残
そ
う
と
記
念
誌
を
発
行
し

ま
し
た
。
表
紙
は
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
の
監
督
と
し
て

三
十
年
間
指
導
し
て
き
た
轡
田
監
督
の
似
顔
絵
を

子
ど
も
達
か
ら
公
募
し
、
採
用
し
ま
し
た
。
過
去

十
年
間
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
た
子
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
載
、
過
去
の
写
真
集
め
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
の
記
念
誌
が
発
行
で
き

ま
し
た
。

　
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
轡

田
監
督
を
は
じ
め
、
歴
代
の
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
、

連
盟
関
係
者
や
地
域
の
野
球
関
係
者
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
は
一
月
下
旬
か
ら
新
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
制
で
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
寒
い
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
の
増
小
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
練
習
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
盟
の
新
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
、
各
種
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
、
交
流
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
等
三
十
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
以
上
戦
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
が
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
の
三
十
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
を
節
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
深
め
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
増
林
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ジ
ナ
ル
ス

の
歴
史
が
四
十
周
年
へ
と
あ
ゆ
み
続
け
ま
す
。
な

お
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
少
年
野
球
に
入
り
た
い
と
思
う
子
ど
も

さ
ん
が
お
り
ま
し
た
ら
、
地
区
に
少
年
野
球
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
記

　
　
　
　
　
　
　
東
埼
玉
道
路
の
工
事
が
急
ピ
ッ

　
　
　
　
　
　
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 

「
東
埼
玉
道
路
」
は
、
埼
玉
県

　
　
　
　
　
　
南
東
部
地
域
の
慢
性
的
な
交
通
渋

　
　
　
　
　
　
滞
に
対
処
す
る
た
め
、
国
土
交
通

　
　
　
　
　
　
省
が
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
新
し
い
幹
線
道
路
で
す
。
こ
の

　
　
　
　
　
　｢

東
埼
玉
道
路
」
は
八
潮
市
内
の

　
　
　
　
　
　
東
京
外
か
く
環
状
道
路
を
起
点
に
、

　
　
　
　
　
　
草
加
市
・
越
谷
市
・
吉
川
市
・
松

　
　
　
　
　
　
伏
町
・
春
日
部
市
を
経
て
、
庄
和

　
　
　
　
　
　
町
内
の
庄
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　(

一
般
国
道
十
六
号
と
の
交
差
部)

　
　
　
　
　
　
に
至
る
延
長
一
七
．
六
km
の
道
路

で
地
域
の
連

絡
は
も
と
よ

り
、
首
都
圏

に
お
け
る
交

通
の
利
便
性

の
向
上
に
も

寄
与
す
る
良

好
な
道
路
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
、
八

潮
市
八
条
か

ら
吉
川
市
川

藤
ま
で
の
五
．

七
km
区
間
に

お
い
て
、
埼

玉
国
体
や
越

谷
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
の
連
絡

路
と
し
て
利

用
で
き
る
よ

う
に
、
側
道

整
備
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
増
林
地
区
内

で
は
、
元
荒
川
と
新
方
川
に
橋
が
架
か
り
大
相
模

や
八
潮
方
面
へ
の
交
通
の
円
滑
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
　
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
の
会
場
と
な
る
越
谷
総

合
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
都
市
計
画
道
路

越
谷
総
合
公
園
川
藤
線
と
の
交
差
部
ま
で
、
一
般

道
の
み
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
前
に
開
通
す
る
予

定
で
す
。

　
将
来
は
四
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
が
高
架
構

造
で
整
備
さ
れ
る
予
定
で
、
東
京
外
環
を
経
由
し

て
東
北
自
動
車
道
や
常
磐
自
動
車
道
な
ど
と
も
接

続
さ
れ
ま
す
。

「東埼玉道路」まもなく開通します。

増
林
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
30
周
年
に
あ
た
り

野鳥の森公園

逆川

野田街道 松伏→←大沢

寿橋

自治会館

新
方
川

古
利
根
川

県
道
東
京
・
平
方
線

〕

〔
〕
〔

セブン
イレブン 床屋
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編
集
後
記

　
今
年
の
天
候
は
春
か
ら
異
常
気
象
に
み
ま

わ
れ
、
例
年
よ
り
低
温
が
続
い
た
り
、
真
夏

日
が
連
日
猛
暑
を
振
る
い
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
大
変
な
年
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
増
林
地
区
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
、
本
誌

も
無
事
発
行
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
、
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
彩
の
国
・
ま
ご
こ
ろ
国
体
も
市
内
各

所
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
市
民
球
場
・
総

合
体
育
館
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
に
て
色
々

な
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
増
林
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で

も
、
各
種
サ
ポ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
協
力
を
得
て
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
盛
り
上
げ
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
一
、
日
　
時

　
　
　
　
　
　
平
成
十
六
年
十
月
十
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
雨
天
の
場
合
は
、
中
止

　
　
　
　
二
、
会
　
場

　
　
　
　
　
　
増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
周
辺

　
　
　
　
三
、
対
　
象

　
　
　
　
　
　
地
区
内
在
住
の
個
人
又
は
グ
ル
　

　
　
　
　
　
　
ー
プ
一
人(

一
グ
ル
ー
プ)

一
区
　

　
　
　
　
　
　
画
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
一
区
画
（
二
ｍ
×
四
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
団
体
の
部

　
　
　
　
　
　
　
各
団
体
の
事
業
活
動
の
一
環
　

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
の
出
店
を
お
願
い
し
　

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
一
般
の
部

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
、
農
作
物
を
中
　

　
　
　
　
　
　
　
心
と
し
た
出
店
を
お
願
い
し
　

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
四
、
区
画
数
　
　
三
三
区
画

　
　
　
　
五
、
出
店
料
　
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　
六
、
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　
九
月
十
八
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
五
日
（
土
）
迄

　
　
　
　
　
　
申
込
み
順
・
電
話
不
可

　
　
　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

　
　
　
　
　
　
区
画
割
の
選
択
は
、
申
込
み
順

　
　
　
　
七
、
申
込
問
合
先

　
　
　
　
　
　
増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

　
　
　
　
　
　
電
話 

九
六
二
―
二
八
五
五

　
去
る
七
月
三
日
（
土
）
護
郷
神
社
の
例
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
青
空
に
高
々
と
、
五
畳
ほ
ど
は

あ
る
と
思
わ
れ
る
、
大
き
な
幟
が
鳥
居
の
前
に
そ

び
え
立
ち
、
地
域
が
神
社
に
対
す
る
信
仰
の
様
子

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
祭
り
の
運
営
は
上
一
・
二

区
自
治
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
運
営
は
上

二
区
自
治
会
で
す
。
上
一
区
自
治
会
を
二
組
に
分

け
て
、
三
組
で
神
社
世
話
人
と
一
緒
に
祭
り
の
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。

　
久
伊
豆
神
社
の
神
主
に
よ
り
儀
式
（
玉
串
）
が

行
わ
れ
、
招
待
者
を
招
い
て
の
式
（
直
会
の
儀
）

に
う
つ
り
、
夜
に
は
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
が
催
さ
れ

ま
す
。

　
四
百
名
余
り
の
参
加
者
が
い
て
、
祭
り
も
に
ぎ

や
か
で
す
。
今
年
か

ら
世
話
人
さ
ん
は
揃

い
の
法
被
姿
で
花
を

添
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
祭
り
を
通
し
て

人
々
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
務
め
祭
り

を
執
り
行
な
う
そ
う

で
す
。

　
護
郷
神
社
に
は
四

体
の
神
が
祀
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
一
、
浅
間
神
社

　
二
、
八
幡
神
社

　
三
、
香
取
神
社
　
四
、
日
枝
神
社

　
一
年
間
に
五
つ
の
行
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
一
月
十
一
日
の
新
年
祈
願
祭
、
六
月
三
十
日
の

初
山
祭
、
七
月
十
九
日
の
虫
追
い
祭
、
十
月
九
日

の
九
日
祭
、
十
二
月
三
十
日
の
お
か
が
り
祭
…
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
七
月
三
日
に
行
わ
れ
た
例
大
祭
は
初
山
祭
の
こ

と
で
、
本
来
は
六
月
三
十
日
で
は
あ
る
が
、
近
年

の
状
況
で
六
月
三
十
日
に
近
い
休
み
の
日
、
と
い

う
こ
と
に
改
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

コ
ミ
協
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
農
体
験

　
　
　 

　
ふ
れ
あ
い(

交
流)

部
会

じ
ゃ
が
い
も
作
り
　
八
月
二
十
一
日(

土)

大
根
の
種
ま
き
　
　
九
月
五
日(

日)

収
穫
祭
が
十
一
月
十
三
日(

土)

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

直
売
は
十
一
時
頃
か
ら
で
す
。

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

”10
“

　
　
　
　 

ふ
る
さ
と(

故
郷
・
環
境)

部
会

　
第
十
回
に
な

る
今
回
は
、
十

一
月
上
旬
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
と

記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
予
定
で

す
。
　
詳
細
は
、
地

区(

公
民
館)

だ

よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
　
弥
寿
嗣

　
周
囲
を
美
し
い
川
面
に
か
こ
ま
れ
、
緑
豊
か
な

此
処 

”ま
し
ば
や
し
“
の
地
に
生
れ
育
っ
て
七
十

八
年
、
私
は
駆
け
出
し
の
頃
地
元
小
学
校
に
勤
務
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
も
の
で

す
が
、
そ
の
後
各
地
の
小
学
校
や
県
教
委
等
を
経

て
、
地
元
越
谷
青
年
の
家
に
着
任
し
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
二
十
五
年
も
後
の
こ
と
で
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
地
域
の
青
年
諸
君
と
楽
し
い
交
流
が
も
て
た

の
も
束
の
間
、
転
勤
、
そ
の
後
再
び
地
元
東
中
学

校
長
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
故
郷

の
人
々
の
暖
い
人
情
に
包
ま
れ
た
三
年
間
で
し
た
。

そ
の
後
同
じ
く
地
元
中
央
中
学
校
で
六
年
間
、
い

ず
れ
も
人
間
性
豊
か
な
地
域
の
人
々
や
生
徒
諸
君

に
恵
ま
れ
支
え
ら
れ
て
、
無
事
定
年
退
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
退
職
後
は
長
い
間
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
ご
恩
返
し
の
つ
も
り

で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
日
赤
奉
仕
団
、
退
職

校
長
会
、
地
元
有
志
の
一
八
会
等
、
奉
仕
活
動
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
特
に
日
赤
関
係
の
派
遣
に
よ
り
、
昨

年
秋
、
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た 

”全
国
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
“
に
参
加
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時
の
感
想
の
一
端
を

述
べ
、
私
の
責
め
を
塞
が
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
埼
玉
か
ら
参
加
し
た
一
行
四
名
は
、
大
会
前
日

の
夕
方
早
く
現
地
に
到
着
、
折
角
の
機
会
な
の
で

市
内
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
城
下
町
特
有
の
迷
路
の
よ
う
な
裏
道
を
通
り

抜
け
、
旧
武
家
屋
敷
近
く
ま
で
辿
り
つ
い
た
時
、

後
か
ら
来
た
買
い
物
途
中
ら
し
き
中
年
婦
人
か
ら

｢

見
学
だ
っ
た
ら
私
の
後
に
付
い
て
き
な
さ
い｣

と

言
う
優
し
い
言
葉
に
つ
い
甘
え
て
、
の
こ
の
こ
と

付
い
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
婦
人
は
先
頭
に
立
っ

て 

”旧
足
軽
屋
敷
“
に
案
内
、
当
時
の
足
軽
生
活

の
説
明
は
誠
に
要
を
得
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
何
と
な
く
婦
人
が
先
に
立
っ
て
案
内
す

る
が
ま
ま
に
、
武
家
屋
敷
跡
や
家
老
屋
敷
、
堀
割

り
な
ど
の
説
明
に
自
然
と
引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、

最
後
に
は
大
分
離
れ
た
前
田
利
家
を
祭
っ
た
尾
山

神
社
か
ら
近
江
市
場
ま
で
案
内
さ
れ
、
ホ
テ
ル
へ

の
近
道
ま
で
教
え
ら
れ
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す
。

別
れ
際
に
「
明
日
は
必
ず
金
沢
城
と
兼
六
園
を
見

て
下
さ
い
よ
」
と
言
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
間
軽
や
か
な
足
取
り
で
さ
わ
や
か
な
説
明
を

交
え
、
ご
く
自
然
体
で
案
内
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

始
め
は
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
か
、
プ
ロ
案
内
人
の
押

し
付
け
行
為
か
と
も
勘
ぐ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に

婦
人
の
熱
心
な
説
明
に
遠
方
よ
り
の
外
来
者
に
対

す
る
思
い
や
り
と
真
心
を
感
じ
深
く
心
を
う
た
れ

た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
別
れ
際
の
言
葉
に
は
自

ず
か
ら
郷
土
愛
と
誇
り
が
感
じ
ら
れ
、
流
石
金
国

大
会
開
催
の
地
な
ら
で
は
の
思
い
を
深
め
る
と
共

に
、
本
大
会
全
般
を
通
し
て
又
、
こ
の
大
会
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
「
来
ま
っ
し
石
川
、
つ
な
げ
よ
う
心

の
輪
、
あ
ん
や
と
ね
、
あ
っ
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
言
葉
の
中
か
ら
も
北
陸
路
の
人
々
の
人
情

味
溢
れ
る
豊
か
な
人
間
性
に
接
し
た
思
い
で
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
心
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
は
又
、
平
成
九
年
に
発
生
し
た
ナ
ホ
ト

カ
号
重
油
流
出
事
故
の
被
災
地
で
も
あ
り
、
当
時

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
深
い
思
い
が
日
本
海
沿
岸
の
人
々
の
心
の

中
に
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
の
中
で
自

然
と
行
動
に
表
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察

し
て
み
た
大
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
場
所
は
、
増
林
小
学
校
の
屋
内

　
　
　
　
　
　
運
動
場
、
一
九
二
人
の
子
供
が
、

　
　
　
　
　 

「
県
民
か
る
た｣

 
(

二
十
一
世
紀)

　
　
　
　
　
　
か
る
た
の
絵
札
を
真
剣
な
眼
差
し

　
　
　
　
　
　
で
見
つ
め
て
い
る
。
約
四
五
〇
名

　
　
　
　
　
　
の
親
子
が
い
る
会
場
、
数
分
の
静

　
　
　
　
　
　
寂
の
中
ス
テ
ー
ジ
上
で
読
み
手
が

　
　
　
　
　 

「
宇
宙
ま
で
夢
を
届
け
た
若
田
光

　
　
　
　
　
　
一
、
宇
宙
ま
で
…
」
読
み
手
が
読

　
　
　
　
　
　
み
札
を
読
み
終
わ
ら
な
い
内
に

　
　
　
　
　 

「
は
い
！｣

 
｢

は
い
！｣

、
一
斉
に

六
四
本
の
手
が
絵
札
に
伸
び
る
。
伸
ば
し
た
手
を

絵
札
か
ら
離
さ
ず
に
審
判
の
方
を
見
る
。
一
瞬
の

緊
張
の
後
に
三
二
本
の
旗
が
一
斉
に
動
き
勝
者
の

判
定
を
す
る
。
興
奮
が
会
場
一
杯
に
あ
ふ
れ
る
。

一
方
、
体
育
館
か
ら
校
庭
に
目
を
や
る
と
、
校
庭

で
は
「
か
る
た
取
り
大
会
」
に
参
加
し
な
か
っ
た

親
子
連
れ
が
ク
ラ
フ
ト
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。

模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
を
求
め
て
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
る
。
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
で
も
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
順
番
待

ち
を
し
て
い
る
。
バ
ザ
ー
を
目
的
に
来
て
い
る
人

も
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
れ
は
、
六
月
十
三
日
に
開
催
し
た
増
子
連
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
〇
四
の
会
場
風
景
。
も
う
少

し
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
の
様
子
を
紹
介
す
る
と
、

空
き
缶
を
使
っ
て
缶
ポ
ッ
ク
リ
を
作
り
、
缶
に
乗

っ
て
遊
び
普
段
よ
り
一
段
高
く
成
っ
て
喜
ん
で
い

る
子
供
が
い
る
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
フ
リ
ス

ビ
ー
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ
て
ヘ

ビ
、
カ
メ
ラ
ケ
ー
ス
の
蓋
を
利
用
し
た
ブ
ン
ブ
ン

こ
ま
、
割
り
箸
を
使
っ
た
割
り
箸
鉄
砲
、
風
船
に

小
麦
粉
を
入
れ
た
グ
ニ
ョ
グ
ニ
ョ
人
形
作
り
は
親

子
で
手
を
真
っ
白
に
し
て
作
っ
て
い
る
。
ど
れ
も

作
っ
て
遊
べ
る
も
の
ば
か
り
、
そ
し
て
、
い
つ
も

人
気
の
勾
玉
作
り
、
蝋
石
と
ヤ
ス
リ
を
持
っ
て
夢

中
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
子
も
何
を
作
ろ
う
か
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
迷
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　｢

か
る
た
取
り
大
会｣

参
加
者
九
五
チ
ー
ム
三
五

七
名
、
朝
の
八
時
か
ら
焼
い
た
八
五
〇
個
の
焼
き

そ
ば
も
完
売
。

　
会
場
は
、
約
九
〇
〇
人
の
親
子
で
溢
れ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
れ
の
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
思
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ル
を
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
が
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
館
と
校
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
二
ヵ
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
れ
て
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
備
等
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
だ
っ
た
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ど 

｢

か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

た 

取 

り 

大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会｣

 

の
審
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
前
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
上
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
達
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
っ
て
グ

ル
ー
プ
で
し
っ
か
り
練
習
し
て
き
た
よ
う
だ
。
練

習
で
は
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
図
れ
、
試
合
で
は
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
を
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

　
試
合
で
負
け
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
達
も
き
っ
と

思
い
出
に
残
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
だ
っ
た
と
思

う
。
　
今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
え
て
、
今
後
も

み
ん
な
の
協
力
で
子
ど
も
達
一
人
一
人
に
夢
を
届

け
、
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
増
子
連
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

思い出に残る増子連フェスティバル

護
郷
神
社

2004ときめきチャレンジましばやし
　　　 フリーマーケット募集!!

も
り
　
　
さ
と

昨年のさわやかウォーキング“９”の様子

増
林
在
住
の｢

あ
の
人
、
こ
の
人
と｣

題
し
、

　｢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
雑
感
」

！


